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問　
共
産
党
議
員
団
は
、
就

学
援
助
制
度
の
拡
充
と
改
善

を
求
め
、
28
年
10
月
に
、
小

中
学
校
の
入
学
準
備
に
間
に

合
う
支
給
と
、
申
請
を
た
め

ら
う
要
因
の
一
つ
の
民
生
委

員
の
関
与
を
廃
止
す
る
要
望

書
を
提
出
し
た
。

　
①
28
年
12
月
の
補
正
予
算

に
、
中
学
入
学
準
備
金
の
３

月
支
給
を
計
上
し
た
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
見
送
ら
れ
た

小
学
校
入
学
準
備
金
は
、
ど

う
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
②
就
学
援
助
率
は
全
国
平

均
15
％
か
ら
16
％
で
、
市
の

８
％
か
ら
９
％
と
大
き
な
格

差
が
あ
る
が
、
ど
う
分
析
す

る
か
。
中
核
市
で
、
民
生
委

員
の
関
与
を
義
務
付
け
て
い

る
の
は
２
市
の
み
で
あ
り
、

改
め
て
義
務
付
け
は
廃
止
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
①
小
学
校
入
学
準
備
金

は
就
学
前
の
申
請
で
、
学
校

を
通
じ
た
制
度
の
周
知
や
対

象
者
の
把
握
、
支
給
方
法
な

ど
に
課
題
が
あ
り
、
他
市
の

状
況
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

　
②
中
核
市
の
状
況
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
援
助
率
が
低

い
市
は
市
民
所
得
が
高
い
傾

向
に
あ
り
、
要
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
本
市
で
は
、
民
生
委
員
の

所
見
を
踏
ま
え
た
再
審
査
で

就
学
援
助
を
認
定
す
る
場
合

も
あ
り
、
現
時
点
で
の
民
生

委
員
の
関
与
は
必
要
と
考
え

る
。
今
後
と
も
、
他
市
の
状

況
の
把
握
な
ど
を
し
な
が

ら
、
民
生
委
員
の
関
わ
り
方

を
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

就
学
援
助
制
度

さ
ら
な
る
改
善
を 福田 久美子

（共産党）

問　
少
子
高
齢
化
や
食
の
多

様
化
に
よ
り
、
今
後
の
米
の

需
要
は
毎
年
減
少
す
る
傾
向

と
示
さ
れ
て
お
り
、
農
家
の

所
得
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
国
の
減
反
政
策
が
30

年
産
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
米
づ
く
り
の
先
行
き

が
不
透
明
で
、
不
安
を
感
じ

て
い
る
農
家
も
い
る
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
米
の
創
出
や
、
需
要

を
見
据
え
た
米
の
生
産
振
興

な
ど
、
売
れ
て
収
益
も
高
い

米
を
生
産
販
売
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
農
家
所
得
の
向
上
と
安

定
の
た
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

米
の
創
出
や
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
米
の
生
産
が

大
変
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
み※

２

や
お
と

め
」
な
ど
の
生
産
支
援
や
、

宇
都
宮
産
米
を
配
付
す
る
う

つ
の
み
や
は
じ
め
て
ご
は
ん

事
業
な
ど
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
宇
都
宮
産
米
は
お

い
し
い
と
の
評
価
を
得
て
い

る
。

　
今
後
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

持
た
せ
た
「
ブ※

３

リ
ッ
ツ
ェ
ン

米
」
や
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ

り
や
弁
当
用
と
し
て
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
「
ゆ※

４

う
だ
い

21
」
な
ど
の
高
品
質
な
米
の

生
産
振
興
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
努
め
る
と
と
も

に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
将
来
に
渡
っ
て
市
場
価

値
を
高
め
、

全
国
有
数
の

産
地
と
な
る

よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

内藤 良弘
（自民党）

問　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
事
業
に
つ

い
て
聞
く
。

　
①
宇
都
宮
駅
か
ら
芳
賀
町

ま
で
の
ル
ー
ト
と
予
算
は
示

さ
れ
た
が
、
駅
西
側
に
つ
い

て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
明

確
に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
②
駅
東
口
か
ら
駅
西
口
ま

で
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
ル
ー
ト
上
に
は

駅
舎
が
あ
り
、
在
来
線
や
新

幹
線
が
運
行
し
て
い
る
。
駅

横
断
部
の
計
画
を
明
確
に
示

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

①
駅
西
側
に
つ
い
て

は
、
15
年
に
概
算
事
業
費
を

約
110
億
円
と
試
算
し
公
表
し

た
が
、
そ
れ
以
降
は
改
め
て

は
精
査
し
て
い
な
い
。

　
計
画
区
間
は
、
25
年
の
基

本
方
針
で
桜
通
り
十
文
字
付

近
ま
で
と
し
た
。
現
在
、
仮

称
大
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
事

業
化
な
ど
を
踏
ま
え
さ
ら
な

る
延
伸
を
含
め
検
討
し
て
お

り
、
28
年
度
末
を
目
途
に
交

通
網
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に

す
る
。
29
年
度
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導

入
課
題
の
対
応
策
を
整
理

し
、
そ
の
中
で
概
算
事
業
費

も
算
出
す
る
。

　

②
駅
舎
の
１
階
に
在
来

線
、
３
階
に
新
幹
線
が
整
備

さ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

は
２
階
を
通
過
し
、
駅
ビ
ル

商
業
施
設
の
北
側
を
通
る

ル
ー
ト
を
有
力
案
と
評
価
し

た
。
現
在
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
を

見
据
え
た
西
口
駅
前
広
場
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

駅
横
断
ル
ー
ト
の
計
画
は
、

今
後
、
駅
西
口
周
辺
地
区
の

整
備
基
本
計
画

を
策
定
す
る
中

で
明
ら
か
に
し

て
い
く
。

久保井 永三
（統　一）

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
事
業

宇
都
宮
駅
西
側
区
間

整
備
計
画
の
説
明
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー
及
び
平
出

工
業
団
地
に
お
け
る
土
壌
・
水
質

汚
染
②
防
災
無
線
③
本
市
所
管
部

局
内
の
連
携
と
引
き
継
ぎ
④
福
祉

施
設
で
の
虐
待
⑤
災
害
廃
棄
物
・

産
業
廃
棄
物

宇
都
宮
産
ブ
ラ
ン
ド

米
の
生
産
振
興
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
へ
の
定
住
及
び
東
京
圏
か
ら

の
移
住
・
定
住
の
促
進
②
27
年
国

勢
調
査
結
果
③
市
民
協
働
の
さ
ら

な
る
推
進
④
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
⑤
有
害
鳥
獣
被
害
対

策
の
強
化
⑥
公
共
建
築
物
の
長
寿

命
化
⑦
市
に
お
け
る
高
等
教
育
の

充
実
と
大
学
の
誘
致
⑧
市
長
選
挙

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
市
長
選
挙
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
、
福
祉･

く
ら
し･

子

育
て･

教
育
な
ど
本
市
の
優
先
す

べ
き
課
題
）②
循
環
型
社
会
の
形

成（
循
環
型
社
会
形
成
の
位
置
づ

け
、
生
ご
み
減
量
化
の
積
極
的
取

り
組
み
）③
人
権
に
関
す
る
課
題

（
市
人
権
施
策
推
進
指
針
、
多
様

な
性
を
認
め
合
う
社
会
づ
く
り
）

※３ブリッツェン米･･･城山地域の水稲生産グループ城山水稲四石会と宇都宮ブリッツェンが連携し、ジャパンカップサイ
クルロードレースコース沿線の水田で生産した地域ブランド米（品種はゆうだい21）　

※４ゆうだい21･･･茎が太く硬いことから倒伏に強く、収量や食味はコシヒカリ並みとされる品種（宇都宮大学の登録品種）

▲駅西口周辺の様子

▲ブリッツェン米


